
 
 
 
 
 

 
 
 
   

 

 

 
   

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率) 
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四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無

(百万円未満切捨て)

１．平成25年３月期第１四半期の連結業績（平成24年４月１日～平成24年６月30日）
（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年３月期第１四半期 4,357 △15.4 △157 ― △132 ― △148 ―
24年３月期第１四半期 5,150 36.3 △12 ― 5 △94.4 4 ―

(注) 包括利益 25年３月期第１四半期 △183百万円( ―％) 24年３月期第１四半期 18百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

25年３月期第１四半期 △3.85 ―
24年３月期第１四半期 0.11 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

25年３月期第１四半期 19,413 12,580 64.8
24年３月期 20,130 12,880 64.0

(参考) 自己資本 25年３月期第１四半期 12,580百万円 24年３月期 12,880百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年３月期 ―

25年３月期(予想) 0.00 ― 3.00 3.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．平成25年３月期の連結業績予想（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 9,600 9.1 △40 ― △20 ― △30 ― △0.77
通期 19,000 11.9 180 ― 240 ― 300 141.2 7.75

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

 本年５月11日に発表した第２四半期累計期間及び通期の業績予想数値（連結・個別）については、今暫く状況を見
極めていく必要があることから今回は業績予想の修正は行っておりません。 
 詳細は、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご
覧ください。 
 



  

 

 
 

 
 

   

   

 
 
 

 
 

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無

（注）詳細は、添付資料４ページ「２．サマリー情報(注記事項)に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積り
の変更・修正再表示」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 25年３月期１Ｑ 41,207,730株 24年３月期 41,207,730株

② 期末自己株式数 25年３月期１Ｑ 2,484,700株 24年３月期 2,483,341株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年３月期１Ｑ 38,723,891株 24年３月期１Ｑ 38,729,409株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半期決算短

信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続は終了しております。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関
する定性的情報」をご覧ください。
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当第１四半期連結累計期間における日本経済は、震災後の復興需要やエコカー補助金等の政策効果も

あり緩やかながら持ち直しの動きが見られましたものの、欧州債務危機を背景とした景気下振れリス

ク、円高の長期化等により先行きは不透明な状況となっております。 

 このような状況下、当社グループは既存製品の拡販、安全・安定操業の継続に加え、昨年度よりスタ

ートした中期経営計画のコンセプトである「機能化学品の川崎化成への進化」をめざし、既存製品の新

規用途分野への展開、新規製品の上市等に取り組んでまいりました。 

 しかしながら当第１四半期連結累計期間における経営成績は、売上高の大部分を占める化学品事業に

おいて、キノン系製品は増収となったものの有機酸製品及び有機酸系誘導品は減収となったため、売上

高は4,357百万円（前年同四半期比792百万円減収・15.4％減）となりました。 

 損益面では、高騰を続けてきた原料価格の軟化により一部の製品において収益改善が見られたもの

の、販売数量の減少、設備稼働率の低下による固定費負担の増加、更には原料価格の下落による多額の

在庫受払い差額計上により、営業損失は157百万円（前年同四半期比144百万円の損失拡大）、経常損失

は132百万円（前年同四半期は5百万円の経常利益）、四半期純損失は148百万円（前年同四半期は4百万

円の四半期純利益）といずれの損益段階においても大幅な減益を余儀なくされました。 

  

これを事業別に見ますと次のとおりであります。 

①化学品事業 

・有機酸製品 

 無水フタル酸は国内販売数量が大幅に減少したことから輸出販売に注力しましたが、全体としては販

売数量が減少し減収となりました。 

 その他の有機酸につきましては、フマル酸は震災直後の特殊要因により増販となった前年同四半期に

比べ、販売数量が大幅に減少し減収となりました。コハク酸は生分解性樹脂向けの販売数量が減少し若

干の減収となりました。 

・有機酸系誘導品 

 有機酸系誘導品につきましては、震災関連需要により増販となった前年同四半期に比べ販売数量が減

少し、可塑剤は大幅な減収、マキシモール®も減収となりました。 

・キノン系製品 

 パルプ蒸解助剤ＳＡＱ®は、国内販売数量の若干の増加と輸出の減少により前年同四半期並の売上とな

りました。アントラキノンは販売数量の増加と製品価格の是正により増収となりました。ナフトキノン

は販売数量が増加し大幅な増収となりました。脱硫触媒ＮＱＳ®は販売数量が増加し増収となりました。

 当第１四半期連結累計期間における農薬原体アセキノシルの販売はありませんでした。 

以上の結果、化学品事業全体としての売上高は4,346百万円（前年同四半期比791百万円減収・15.4％

減）、営業損失は158百万円（前年同四半期比142百万円の損失拡大）となりました。 

  

②その他の事業 

 その他の事業につきましては、売上高は10百万円（前年同四半期比0百万円減収・8.2％減）、営業損

失は0百万円（前年同四半期は0百万円の営業利益）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報
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当第１四半期連結会計期間末における総資産は19,413百万円となり、前連結会計年度末に比べ716百

万円減少いたしました。 

 流動資産は、主に短期貸付金の減少により、前連結会計年度末に比べ545百万円減少し、9,368百万円

となりました。 

 固定資産は、主に減価償却による有形固定資産の減少により、前連結会計年度末に比べ171百万円減

少し、10,045百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間末における負債合計は6,833百万円となり、前連結会計年度末に比べ417百

万円減少いたしました。 

 流動負債は、主に買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ368百万円減少し、3,570百万円とな

りました。 

 固定負債は、主に役員退職慰労引当金及び繰延税金負債の減少により、前連結会計年度末に比べ48百

万円減少し、3,263百万円となりました。 

 当第１四半期連結会計期間末における純資産は12,580百万円となり、前連結会計年度末に比べ299百

万円減少いたしました。 

 株主資本は、主に四半期純損失148百万円の計上及び配当金の支払により、前連結会計年度末に比べ

265百万円減少し、9,408百万円となりました。 

 その他の包括利益累計額は、保有株式の時価評価の減少に伴うその他有価証券評価差額金の減少によ

り、前連結会計年度末に比べ34百万円減少し、3,172百万円となりました。 

  

当第１四半期連結累計期間の業績は期首時点の見込みを下回っており、本年５月11日に発表した第２

四半期累計期間及び通期の業績予想数値（連結・個別）については修正が必要となる可能性があります

が、各製品の今後の販売環境の変化や期首の業績予想には織り込んでいなかった手続中の保険填補金の

確定時期・金額等、今暫く状況を見極めていく必要があることから、今回は業績予想の修正は行ってお

りません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日

以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しておりま

す。 

この変更による損益に与える影響は軽微であります。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

川崎化成工業㈱（4117）　平成25年3月期第1四半期決算短信

－ 4 －



４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 470 231

受取手形及び売掛金 4,823 5,117

商品及び製品 1,701 2,007

仕掛品 190 194

原材料及び貯蔵品 469 536

短期貸付金 2,079 1,078

その他 179 201

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,913 9,368

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,742 1,729

機械装置及び運搬具（純額） 1,742 1,642

土地 5,862 5,862

その他（純額） 98 104

有形固定資産合計 9,446 9,338

無形固定資産 203 193

投資その他の資産 567 513

固定資産合計 10,216 10,045

資産合計 20,130 19,413

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,503 2,103

短期借入金 100 100

未払法人税等 21 10

賞与引当金 173 71

修繕引当金 58 90

その他 1,081 1,194

流動負債合計 3,938 3,570

固定負債   

リース債務 142 133

再評価に係る繰延税金負債 1,704 1,704

繰延税金負債 107 87

退職給付引当金 1,073 1,070

役員退職慰労引当金 63 45

資産除去債務 220 221

固定負債合計 3,312 3,263

負債合計 7,250 6,833
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,282 6,282

資本剰余金 2,549 2,549

利益剰余金 1,242 977

自己株式 △400 △400

株主資本合計 9,673 9,408

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 123 89

土地再評価差額金 3,082 3,082

その他の包括利益累計額合計 3,206 3,172

純資産合計 12,880 12,580

負債純資産合計 20,130 19,413
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書
 第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

売上高 5,150 4,357

売上原価 4,635 3,990

売上総利益 515 367

販売費及び一般管理費 528 524

営業損失（△） △12 △157

営業外収益   

受取利息 1 1

受取配当金 6 9

固定資産賃貸料 9 9

その他 2 6

営業外収益合計 20 27

営業外費用   

支払利息 0 0

固定資産処分損 1 0

固定資産除却損 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 2 2

経常利益又は経常損失（△） 5 △132

特別損失   

部門休止関連損失 － 16

特別損失合計 － 16

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

5 △148

法人税、住民税及び事業税 0 0

法人税等調整額 0 △0

法人税等合計 1 0

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

4 △148

四半期純利益又は四半期純損失（△） 4 △148
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 四半期連結包括利益計算書 
 第１四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

4 △148

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 14 △34

その他の包括利益合計 14 △34

四半期包括利益 18 △183

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 18 △183

少数株主に係る四半期包括利益 － －

川崎化成工業㈱（4117）　平成25年3月期第1四半期決算短信

－ 8 －



該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成 23年４月１日  至  平成23年６月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント利益又はセグメント損失の調整額２百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等に 

よるものであります。 

２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

  

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日) 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント損失の調整額１百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。 

２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報等

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 5,138 11 5,150 ― 5,150

セグメント間の内部売上高
又は振替高

0 28 28 △28 ―

計 5,138 40 5,178 △28 5,150

セグメント利益 
又はセグメント損失（△）

△15 0 △14 2 △12

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
財務諸表計上額

(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 4,346 10 4,357 ― 4,357

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― 27 27 △27 ―

計 4,346 37 4,384 △27 4,357

セグメント損失（△） △158 △0 △158 1 △157

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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